ョ という 時 だけ 眼球 を 上に あげる。 

書生さん といった からと て、 五十 近かった かもしれ 

かくおび やたて 

ない。 黒い 前掛け をし めて、 角帯に 矢 立 を さしてい る 

時 もあった。 

「あれ はなん なの？」 

さ 

ァ ンポ ン タ ン がそう 訊 いた こ とが ある。 

「あの人 は 公事 師 といって、 訴訟が すきで —— 

さんび やくだ いげん 

三百代言 …… 」 

ァ ン ポ ン タン は 子供心 に y J う 理解した 。 代言人 の と 

こ へ くるから 三百代言？ 

三百 人 は 来 はしない が、 そういう 通いの 書生さん は 



大勢 来た。 よく 考えて 見る と、 自分た ちの 手に おえな 

くな つた もの を 担ぎ込ん できて、 便宜上、 先生 先生と 

やって来 たものと 見える。 そのうちに、 小さな 仕事 I 

しょかん 

I 差 押え 解除 だと か、 書翰の 写し だと か、 公判の 延期 

だと か、 相当の 用 を もらって、 彼ら はもぐ りで なく、 

大手 を 振って 裁判所に 出入す る 特権 を、 幼く も よろこ 

ん だのであろう。 

ばくろち よう ぐんだ い 

日本 橋 区 馬 喰 町の 裏に 郡 代と よぶ 土地が あって、 楊 

ふきや 

弓 や 吹 矢の 店が 連なった 盛り場だった が、 徳川 幕府の 

ちぎょうち 

時世に、 代官の ある 土地の 争い や、 旗本の 知行 地での 

訴訟 は、 この 郡 代へ 訴えた ものと かで、 その 加減 かど 



れた。 

ポン 引と いうの はお 客 を 釣る ことで、 ポッと 出 

の 田舎の 人 を 釣る の だが、 七兵衛 さん は、 門に 立って 

とま 

夕方に なると、 宿 リ客を ひくの だ。 手前、 何々 屋でご 

ざいます、 いかが さまです、 お 安くお 宿め します。 お 

座敷 は 至極 奇麗です と —— - 

七兵衛 さんに 急用が 出来て 使いが よびに ゆく とき、 

あたし はコ ッソリ 連れてって もらった。 門に 立って お 

辞儀して いる 七兵衛 さん を 予想した が、 おそろしく 不 

機嫌な 御 亭主 面 を した 七兵衛 さんが、 薄つ 暗い 家の 中 

から 出て 来た。 大きな 顔が 用向き をき いて 笑った。 黄 



色い 粗い 長い 歯が 目に 残った。 

七兵衛 さん は それだけ だが、 大同小異の 書生 連の 中 

に (通いの 三百代言 上り) 壮士 —— その実 遊 人 上りが 

一 人、 その子が 一 人、 旗本のお ちぶれ 兄弟が 三人、 仕 

立屋 さんが 一 人。 

だるま まゆ 

壮士 荻 野 六郎は 達磨の ように 赤黒く、 毛虫 眉で、 い 

がくり 頭で、 デッ プリと 肥って、 見て くれの 強そう な、 

はかま は 

胸 を ふくらまして ョレョ レの袴 を 穿いて いた。 あん 

まり 字 は 読めない の だが、 腕組み をして だまって いる 

と ともかく 強そう だった。 強い 方の 役目 をす るの かと 



のかと 思ったら、 色の 浅黒い、 顔の 長い ひっつめ のい 

ちょうが えしに 結った、 額に 青筋の 出て いる、 お歯黒 

ほそ ふた こ あわせ 

をつ けた、 細 二子の 袷 に 黒い 帯 を ひっかけ (おかみ さ 

ん 結び) にした 女が 出て 来て、 

「なんだ 今時 帰って来て —— 」 

いきな リ 

と 突然 どなって つづけた。 

「なまけものめ！」 

「そ、 そんな 事 はない。」 

荻 野 六郎は ドン モリに なって いった。 

「薬が 来て いるだろう ご 

女 は 返事なん ぞ しないで、 困りき つていた あたしに 



てくだ さい、 あたしが 晚 にもって あがろうと 思って お 

リ ました つ て —— ひよ つと こが 余計な こと を 言つ ちま 

うから 」 

それでも 縁側まで 薬 を もって 来て 渡して くれた。 

r 巌夫、 巌夫ご 

にきび 

面胞が 一 ぱいな、 細長い 黒い 顔、 彼らの 一 人 息子で、 

父 六郎と 同職 業 の いささか 新 智識で あると ころの 少年 

と 青年の 合の 子が、 母親 譲りの、 細い 小さな 眼 を もつ 

て、 赤い シャツ を 着て 出て 来た。 

じょ つ 

「嬢 ちゃんの お供 をして、 お前、 おふくろ さんに 薬 を 

一 度お 見せもう して、 それから すぐに 御 病人のと ころ 



こつ つぼ 

「肺病に は 死人の 水 II 火葬した 人の、 骨壺の 底に た 

ま つ た 水 を 飲ませる と いいんだ が それ もまた 直に 

くる 事に なって いる。 これ は 脳み その 焼いた の だよ ご 

あたしが 真青に でもな つたので あろう。 彼 は 近々 と 

顔 をよ せて、 小さな 眼 を 凄めに 細めて、 怪談 じみて い 

た。 

おんぼう 

「僕の 母 は —— お 寺の 隠亡と 知ってい るの だ ご 

巌夫は 十六 位で でもあった のだろう。 両親が うまく 

取 入って いるので、 玄関の 書生 は 絶対にお かない 家な 

のに、 何時の間にか いるよう になった。 神 田 あたりの 

法律学 校へ 通う のに、 例の 赤い シャツ、 夏 は 白 シャツ 



こえび 

へ 小 蝦 や 金魚 をす くいに 来たから、 石段 をお りれば 道 

は 知っていた。 おさない はらから は、 手 をつな いで、 

ぼんやりと、 暗くな つてから やっと その 家に 迪 りつい 

た。 

お まる ちゃんが 「亀の 年」 といった の は、 よく 諸方 

で 可愛がられる 子で、 近所の —— そばや 利久の 前の 家 

—— 酒屋で、 孫娘の ように 大事に してよ く 借に 来た。 

お 酒が すきで、 亀の 年と いう 甘い お 酒 (瀬戸物の 大き 

な 瓶の かたちの 器に はいって いた) をの ませた ので そ 

の 名 をよ く 覚えて しまって、 ある 時、 お前 は 卯の 年、 
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